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今
年
の
町
内
作
付
面
積
は
、
 
、
四
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
 

田
植
え
に
精
を
出
す
そ
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
 

稲
作
の
総
決
算
で
あ
る
収
穫
期
ま
で
、
農
家
の

一
番
の
関
心

が
天
候
で
あ
り
、
昨
年
は
異
常
低
温
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
が
、
八
月
の
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
作
況
指
数

一
〇
三
で
平
年

作
を
上
ま
わ
る
豊
作
で
し
た
。
 

日
本

一
の
豊
作
を
目
指
し
、
収
穫
期
ま
で
の
水
管
理
等
に
十

分
注
息
し
て
ド
さ
い
。
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交
通
死
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喜
良
市
地

区
 

七
、
〇
〇

O
日

の
偉
業
達

成
ク
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今
年
は
、
開
会
式
の
四
月
》
一

十
九
日
に
桜
が
開
花
し
て
お
り

三
日
に
は
登
仙
岬
の
方
も
満
開

と
な
り
、
会
期
中
に
充
分
花
見

が
楽
し
め
ら
れ
、
・
後半
の
三
連

休
の
悪
犬
候
が
影
響
し
人
出
が
例

年
と
比
較
し
て
若
干
少
な
い
も

の
の
三
十
万
人
の
花
見
客
で
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
 

こ
れ
以
上
な
い
好
天
に
恵
ま

れ
た
四
月
二
十
九
日
、
大
橋
町

長
、
沢
田
町
議
会
識
長
、
角
田
商

工
会
長
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
始

ま
っ
た
さ
く
ら
ま
つ
り
も
、
民

謡
大
会
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
馬

力
大
会
等
多
催
な
行
事
が
行
わ

れ
、
あ
っ
と
い
う
問
に
七
日
間

の
ま
つ
り
期
間
が
過
ぎ
さ
り
ま

し
た
が
、
町
外
、
県
外
の
花
見

客
の
中
に
は
、
花
見
の
つ
い
で

に
喜
良
市
の
吉
幾
三
の
新
居
の

見
学
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
 

国
道
翻
号
線
の
交
通
渋
滞
は
毎

年
の
事
で
す
が
、
今
年
は
喜
良

市
の
方
も
ま
つ
り
が
あ
る
の
か

と
思
わ
れ
ぐ
ら
い
の
車
の
往
来

が
激
し
か
っ
た
と
の
嚇
で
す
。
 

▼
金
木
地

区
 

本
 
町
 

角
田
 
正
男

栄
 
町
 
黒
滝
 

忍

田
 
町
 
川
中
喜

代
太
郎

南
新
町
 
竹

内
 
徳
郎

上
山
道
町
 
白

川
 
昭
男

中
山
道
町

一
区
竹
内
 

勇

中
山
道
町
二
区
中
村
 
宗

一

〇
下
山
道
町
 
小
野
 

元
靖

美
晴
町
一
区
 
今
 
時

彦

美
暗
町
二
区
 
古
川
 
道
治

〇
昭
和
町
一
区
 
津
島
金
太
郎

昭
和
町
二
区
 
角
田
 
金
男

神
明
町

一
区
 
大
橋
 
行
雄

神
明
町
二
区
 
伊
藤
 
武
雄

朝
日
町
一
区
 
木
下
 
輝
雄

朝
日
町
二
区
 
津
島
 
信

一

北
新
町
 
長

尾
甚
五
郎
 
 

小
川
町

一
区
  
田
村
 
泰
寛

小
川
町
二
区
  
野
呂
 

正

米
 
町
  

津
島
正
次
郎

川
端
町
  

大
橋
 

明

寺
 
町
  

藤
元
 
昭
造

東
芦
野
町
  

中
村
 
吉
永

西
芦
野
町
 
阿

部
 
定
一

浦
 
町
 

花
田
柾
五
郎

新
富
町
 

山
崎
 
普
司

若
松
町

一
区
 
白
川
 
民
三

若
松
町
二
区
 
津
島
 
行
美

若
松
町
三
区
 
中
西
 
ま
江

若
松
町
四
区
 
渋
川
 
正
夫

〇
見
崎
町
 

小
山
内
ト
シ
エ

〇
三
軒
町
 

中
酉
 
昭
治

上
沢
部
 

小
野
寺
勝
之
進

下
沢
部
 

白
川
 
永
一

旭
ケ
丘

一
区
 
北
沢
 
清

一

旭
ケ
丘
二
区
 
秋
元
 
光
義
 

然
茅

委
員
決
ま
る
」
 

本
年
度
行
政
協
力
委
員
会
が
去
る
四
月
十
四
日
役
場
大
会
識
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
議
に
は
町
長
、
関
係
課
長
全
員
、
行
政
協
力
委
員
が
畠
席
し
、
 

町
長
か
ら
明
日
の
町
づ
く
り
の
た
め
の
主
な
方
針
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
後
、
役
員
の
選
任
を
行
な
い
、
会
長
に
花
田
柾
五
郎
氏
、
副

会
長
に
野
呂
正
、
三
上
英
俊
、
菊
池
良
治
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

統
い
て
、
各
行
政
協
力
委
員
か
ら
側
溝
整
備
、
街
灯
設
置
等
多

く
の
要
望
事
項
が
出
さ
れ
る
な
ど
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

〇
は
常
任
委
員
 



神
島
 
恵
子

小
山
内
実
栄

松
川
 
勇

松
川
 
清
男

伊
藤
 
定
雄

沢
田
 
ス
ゲ

内
海
 
兼
彦

鎌
田
 
普
光
 

今今 

兼哲
春三 

沢
田
 
文
則
 

沢
田
 

茂
 

原
田
 
清
治
 

今
 

今
 

今 

(
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パ
消
防
団
員

八
 
百
人
 
の
 勇
姿
披
露

）
 

h
月
三
日
、
金
木
北
部
消
防

団
定
期
連
合
観
閲
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の

た
め
、
放
水
演
習
の
後
、
場
所

を
金
木
小
学
校
体
育
館
に
移
し

屋
内
で
の
観
閲
式
と
な
り
、
広

い
体
育
館
に
び
っ
し
り
と
金
木

町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊

村
の
各
消
防
団
員
約
八
百
人
が

勢
揃
い
し
、
そ
の
勇
姿
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
 

式
に
は
衆
識
員
田
沢
吉
郎
、
 

竹
内
察

一
、
木
村
守
男
、
県
識

会
議
員
花
田
．一
、
原
田

一
実
氏

ら
多
数
の
来
賓
が
畠
席
し
、
日

頃
の
消
防
活
動
へ
の
感
謝
と
激

励
の
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
こ
の

後
、
消
防
功
労
者
の
表
彰
が
行
 

‘
県
下
高
校
相
撲
大
会
 

‘
力
ッ
コ
イ
イ
ナ
ァ
ク

】
 

●
馬
力
大
会
で
は
馬
よ
り
人
 

弘
前
実
業
成
田
晴
樹
君
の
 
将
来
の

名
騎
手
誕
生
問
違
 
間
の
気

合
い
が
優
っ
て
い
 

力
強
い
宣
誓
 

い
な
し
 

た
よ
う
で
す
。
 
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

▽
消
防
庁
長
官
〇
永
年
勤
統
ー
 

中
村
吉
永
、
鳴
海
栄
、
▽
県
知
一

事
〇
永
年
勤
続
ー
原
田
源
太
郎
、
 

工
藤
義
光
、
小
野
祐
蔵
、
秋
村

繁
太
郎
、
中
村
勝
治
、
田
中
重

隆
、
三
上
兼
義
、
▽
日
本
消
防

協
会
長
〇
精
績
章
廿
其
個
兼
春
、
 

勤
続
章
ー
田
中
賢
．

、
小
倉
秀

四
郎
、吉
田
京
‘
、
秋
元
寿
栄
、
 

山
中
伊
三
男
、
吉
崎
繁
勝
、
▽

県
消
防
協
会
長

O優
良
消
防
団
 

I
金
木
町
消
防
団
、
功
労
章
ー
 

三
上
保
外
二
十
二
名
、
▽
北
五

支
部
長
ー
松
川
正
英
外
二
名
、
 

西
北
五
協
識
会
ー
其
田
兼
春
外

一
名
、
金
木
北
部
協
議
会
ー
其

田
栄

一
外
五
名
。
 

●

さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
は
汽

車
よ
り
人
が
優
先
で
す
。
 
 

旭
ケ
丘
三
区
 
白
川
 
耕

〇
大
東
ケ
丘
 
鈴
木
定
五

郎

雲
雀
ケ
丘
団
地
津
島
 

正

芦
野
団
地
一
区
逢
坂
 
昭
子

芦
野
団
地
二
区
藤
田
 
勅
博

朝
日
団
地
 
其
田
 
晴
男

上
蒔
田
 
岡
田
 
勲

下
蒔
田
  

岡
田
喜
十
郎

〇
神
 
原
 
前
田
 

一
雄

上
藤
枝
 
工
藤

普
四
郎
 

〇
中
藤
枝
 

工
藤
武

一
郎
 

下
藤
枝
  

工
藤
 
良
村

湯
の
川
 
白

川
 
安
義
 

林
 
ド
 

白
川
 
栄

一
 

向
 
道
 
外
崎
 
浩
 

〇
女
 
坂
 

中
谷
 
孫
一
 

上
宇
田
野
 
中
谷
 
義
之

下
宇
田
野
 
中
谷

幸
江
子
 

▼
嘉
瀬
地
区
 

〇
雲
雀
野
団
地
 

〇
東
 
町
 

上
小
栗
崎
 

O
中
小
栗
崎
 

ド
小
栗
崎
 

〇
上
派
立
 

中
派
立
 

ド
派
立
 

上
新
町
 

下
新
町
 

上
昭
和
町
 

ド
昭
和
町
 

本
 
町
 

冷
 
水
 
今
 
喜
代
治

〇
車
 
町
 
山
中
 
宏
治

畑
 
中
 
鳴
海
 

秀
次

後
 
町
 
沢

田
 
二
恵

〇
上
古
町
 
吉

崎
 
繁
光

下
古
町
 
小
山

内
嘉

一
郎
 

新
誠
町
 

須
崎
 
良
友

新
提
町

一
区
 
三
上
 
英
俊

新
提
町
二
区
 
木
村
 
良
一

上
鍛
冶
町
 
須
崎
 
武

男

〇
下
鍛
冶
町
 

須
崎
正
之
助

上
中
柏
木
 
成
田
 

俊
夫

下
中
柏
木
 

原
田
 

修
 

▼
喜
良
市
地
区
 

菊
池
 
良
治

桑
田
 
直

一

宮
崎
 
与
太

今
 
慶
八
郎

宮
崎
初
太
郎

太
田
 
時
郎

伊
丸
岡
兼
作

田
中
 
重
光

桑
田
 
邦
衛

中
村
 
園
家

中
村
 
利
宗
 

重
雄
 

稔
 

更
生
部
落

西
岩
見
町

〇
東
岩
見
町

林
 
町

〇
野
 
崎

北
本
町

〇
下
派
立

上
派
立

南
本
町

〇
上
柏
木

ド
柏
木

〇
ド
 
町
 

川
端
町
 

双
葉
町
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4 月1911 ・朝 61寺から 

喜良市地区のゴミを一掃．ク 
f供会育成会・婦 人 会
老人クラフ’・行政協力員 

雨まじりの強風のなかで お母さんといっしょに清掃作業 

一
九
八

一
年
に
初
め
て
米
国

で
報
告
さ
れ
て
以
米
、
ェ
イ
ズ

患
者
発
生
の
報
告
は
世
界
各
国

か
ら
な
さ
れ
、
W
H
O
の
昨
年

十
二
月
一
日
付
け
で
の
集
計
で

は
三
六
、
二
二
九
人
に
の
ぽ
っ

て
い
ま
す
。
我
が
国
も
聖
域
で

は
あ
り
得
ず
、
今
年
三
月
末
現

在
で
届
畠
ら
れ
て
い
る
感
染
者
 

（
血液
検
査
陽
性
者
）
は

一
八

七
人
、
実
際
に
症
状
を
も
つ
忠

者
は
三
八
人
（
う
ち
死
亡
二
五

人
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
推
計
で
は
我
が
国
の
感
染
者

は
五
千
ー

一
万
人
と
も
言
わ
れ
、
 

我
が
国
で
も
こ
れ
ら
の
人
々
の

発
病
を
い
か
に
防
ぐ
か
、
ま
た
、
 

感
染
者
か
ら
の
ニ
次
感
染
を
い

か
に
最
少
限
に
留
め
る
か
が
特
 
 効

薬
の
な
い
現
時
点
で
の
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
今
回
は
、
エ
イ
ズ
感
染

者
の
発
病
予
防
、
二
次
感
染
予

防
、
お
よ
び
治
療
薬
研
究
の
現

状
に
つ
い
て
少
し
述
べ
ま
す
。
 

①
 
発
病
予
防
 

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（H
I
v
)
 

の
感
染
が
即
ェ
イ
ズ
発
病
を
意

昧
し
な
い
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
我
が
国
の
場
合
、
感
染

者
一
八
七
人
の
う
ち
八
五
％
の

一
五
九
人
が
H
I
V
に
汚
染
さ

れ
た
血
液
製
剤
（
血
友
病
の
以

前
の
治
療
薬
の
一
部
が
汚
染
さ

れ
て
い
た
が
現
在
は
安
全
）
に

よ
っ
て
不
幸
に
も
感
染
を
受
け

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
後
に

す
べ
て
の
人
が
免
疫
不
全
症
を

お
こ
す
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

過
労
や
栄
養
不
良
、
他
の
ウ
イ
 
 ル

ス
や
細
菌
感
染
を
お
こ
し
や

す
い
状
況
に
身
を
お
く
こ
と
等

が
発
病
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
、
十
分
な
健
康
管
理
が
予
防

を
左
右
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
 

②
 
一
一次
感
染
予
防
 

H
I
v
は
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
比
べ
れ
ば
非
常
に
感
染
力

の
弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
、
感
染
者

の
血
液
や
精
液
等
が
他
の
人
の

体
内
に
入
っ
た
場
合
に
し
か
う

つ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
職
場
や

学
校
に
感
染
者
が
い
て
も
日
常

的
な
接
触
で
う
つ
る
こ
と
は
あ

リ
ま
せ
ん
。
注
意
す
る
こ
と
は

①
カ
ミ
ソ
リ
、
歯
ブ
ラ
シ
、
タ

オ
ル
等
は
共
川
し
な
い
。
②
感

染
者
は
判
尿
、
排
便
後
石
ケ
ン

を
用
い
て
流
水
で
十
分
手
を
洗

う
。
③
感
染
者
は
乳
幼
児
に
日
 
 移

し
に
食
物
を
与
え
な
い
。
④

感
染
者
の
血
液
又
は
分
泌
物
で

手
指
等
が
汚
染
さ
れ
た
場
合
は
、
 

直
ち
に
石
ケ
ン
を
用
い
て
流
水

で
十
分
に
洗
う
。
⑤
性
的
接
触

に
よ
る
感
染
の
防
止
に
は
コ
ン

ド
ー
ム
を
使
用
す
る
。
等
で
す
。
 

⑧
 
治
療
薬
研
究
の
現
状

人
類
は
天
然
痘
、
ポ
リ
オ
等

の
難
病
を
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に

よ
っ
て
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
 

今
は
科
学
の
時
代
で
す
か
ら
エ

イ
ズ
に
も
す
ぐ
ワ
ク
チ
ン
が
畠

米
て
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
現
実
は
甘
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

H
I
V
は
変
異
率
が
高
く
、
一
一

人
の
患
者
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
採

取
し
て
兄
比
べ
て
も
姿
形
は
異

な
り
、
 一
人
の
悲
者
体
内
で
も

ど
ん
ど
ん
変
異
し
て
し
ま
う
た

め
、
免
疫
学
的
に
ワ
ク
チ
ン
で

攻
撃
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
。
 

し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
内
の
特
定

の
遺
伝
子
（
ta
tー
三
な
ど
）
は

変
異
率
が
非
常
に
低
く
、
現
在

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
注
目
さ
れ
、
将
米
成
功

す
る
可
能
性
が
無
い
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
現
時
点
で
延
命
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
る
薬
に
は
、
 

ジ
ア
ド
チ
ミ
ジ
ン

（A
z
T
）
、
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
レ
ン
チ
 
 ナ

ン
等
が
あ
り
、
治
療
研
究
段

階
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
リ

ま
す
。
こ
の
三
月
、
高
知
の
エ

イ
ズ
出
産
第
一
号
が
世
間
の
注

目
を
集
め
、
エ
イ
ズ
も
二
世
の

時
代
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
 

特
効
薬
が
遠
く
な
い
将
米
開
発

さ
れ
、
 
ク現
代
の
黒
死
病
4
も

過
去
の
も
の
に
な
る
日
が
米
る

で
し
ょ
う
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
．
私

は
こ
の
四
月
か
ら
小
児
科
勤
務

に
な
り
ま
し
た
須
藤
と
中
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
大
学
で
白
血
病

や
貧
血
、
血
友
病
な
ど
輸
血
や

血
液
製
剤
を
頻
繁
に
使
う
患
者

を
み
な
が
ら
エ
イ
ズ
問
題
を
い

ろ
い
ろ
考
え
て
米
た

一
人
と
し

て
今
回
本
症
を
と
り
上
げ
て
み

ま
し
た
。
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金家病院カJ助テ・ 

ェイズについて 

金木病院小児科 須 藤 善 雅 
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行
政
相
談
委
員
に

エ
藤
清
治
さ
ん
 

婦 

人 

相 

談 

に 

つ 

し、 

て 

L
藤
 

纂 

丘
月
十

H
、
芦
野
グ
ラ
ン

ド
で
、
朝
野
球
開
会
式
が

行

わ
れ
、
役
員
選
手
約
二
百
丘

十
人
が
参
加
し
て
今
年
度
の

健
闘
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。
 

式
は
午
前
丘
時
か
ら
行
わ

れ
昨
年
度

A
級
優
勝
の
金
木

野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と

B
級

優
勝
の
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
チ
 

ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
旗
を

返
還
。
大
橋
忠
勝
朝
野
球
協
会

長
の
あ
い
さ
つ
、来
賓
の
ル
苗
．、

 
原
m

．実
両
県
議
が
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
、
金
木
町
役
場
チ
ー
ム

の
選
手
で
も
あ
る
ユ
ニ
ホ

ー
ム

姿
の
大
橋
忠
勝
協
会
長
を
前
に

し
た
選
手
宣
誓
に
よ
り
昭
和
六

ト
二
年
度
金
木
町
朝
野
球
選
手

権
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

今
年
の
参
加
チ
ー

ム
は

A
 

級
十
チ
ー
ム
、

B
級
十
ー
チ
 

ー
ム
の
二
十
‘
チ
ー
ム
で
三
 

」
六
十
八
人
が
登
録
さ
れ
織

リ
L
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
 

」難響懸羅麟 
、
 

総
務
庁
で
は
、
金
木
町
住
民

の
行
政
に
関
す
る
苫
情
等

の
相

談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
手
助

け
す
る
た
め
、
 
「行
政
相
談
制

度
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
 

相
談
は
、
無
料
で

ロ
頭
、
電

話
、
乎
紙
の
い
ず
れ

の
方
法
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
は
、
秘
密

を
守
り
親
身
に
お
世
話
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

相
談

の
内
容
は
、
役
所

の
仕

事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
よ
く
、
例
え
ば
、
役
所

の

仕
事
が
遅
い
、
不
親
切
だ
、
納
 

税
務
署
長
の
行
っ

た
税
額
の

更
正
や
決
定
、
あ
る
い
は
財

産

差
押
え
な
ど

の
処
分
に

つ
い
て

納
得
が

い
か
な
い
人
の
た
め
に
、
 

税
務
署
長
に

対
す
る
「
異
議
申

立
て
」
と
国
税
不
服
審
判
所
長

に
対
す
る
「
審
査
請
求
」
の
不

服
巾
立
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
か
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 
 

得
で
き
な

い
、
法
律
や
手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
等
、

H
頃
お
困

り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
不
満

に
思
っ
て
い
る
こ
と
が

対
象
に

な
り
ま
す
。
 

行
政
相
談
委
員
 

金
木
町
大
字
嘉
瀬
 

字
雲
雀
野

町
ー

m
 

電
話
 
五

ニ
ー
一
．
．

三
九
八
 

仙
台
国
税
不
服
審
判
所
 

〇
二
二

（
二
・二
）

L
丘
六
．
 

県
婦
人
相
談
所
で

は
、

H
常

生
活
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
る
婦
人

を
対
象
に
相

談
の
窓
目
を
開
設
し

て
い
る
ほ

か
、
 
，時
保
護
所
や
婦
人
寮
を

併
設
し
，
婦
人
の
収
容
保
護
も

行
っ
て
い
ま
す
。
 

一
、
相
談
内
容
 

O
 
夫
の
酒
乱
や
暴
力
、
離
婚

な
ど
夫
婦
間
の
問
題
に
つ
い
て
 

O
 
嫁
姑
問
の
ト
ラ
ブ
ル
や
親
 

f
の
争
い
な
ど
家
庭
内
の
問

題
に
つ
い
て
 

日
 
生
活
の
場
を
一
時
的
に
失

っ
た
場
合
な
ど
の
保
護
に
関

す
る
こ
と
に

つ
い
て
 

側
 
そ
の
他
、
男
女
交
際
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
 

な
お
、
相
談
の
内
容
は
、
絶

対
に
他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
リ

ま
せ
ん
。
 

・

．、
相
談
方
法
 

面
接
に
よ
る
相
談
を
受
け
る

ほ
か
、
電
話
や
手
紙
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
 

．・
．、
 
，時
保
護
所
、
婦
入
寮

家
出
や
夫
の
暴
力
か
ら
逃
れ

る
た
め
な
ど
、
婦
人
と
そ
の
児

童
の
身
辺
の
安
全

や
生
活
の
場
 
 

を
確
保
す
る
た
め
．
時
保
護
所

が
あ
リ
ま
す
。
 

ま
た
、
 
一
時
的
で
な
く
長

い

間
入
所
せ
ざ
る
を
得
な
い
婦
人

と
そ
の
児
童

の
た
め
に
婦
人
寮

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
施
設
に
入
所
し
て
い

る
間
は
、

H
課
に
従
い
専
門
の

相
談
以
と
．
緒
に
将
米
を
考
え

る
時
間
が
持
て
ま
す
。
ま
た
、
こ

こ
で
は
和
裁
、
洋
裁
の
技
能
指
導

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
お
茶
や
生

け
花
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

四
、
所
在
地
な
ど
 

」
H森
市
石
江
字
江
渡
五

の
六

の
・

電
話
 
〇
．

七

L
 

八
【

ー
〇
ヒ
〇
八
 

五
、
婦
人
相
談
員

に
つ
い
て
 

県
内
に
は
婦
人
相
談
所
の
ほ

か
、
福
祉
事
務
所
に
婦
人

相
談

員
・
が配
置
さ
れ

て
お
り
、
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
生
か
し

て
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
当
た
っ
て
い
 
 ま

す
。
婦
人
相
談
所
同
様
、
電
話

や
面
接
に
よ
る
相
談
は
も
と
よ
り
、
 

家
庭
訪
問
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 
 

西
北
地
方
福
祉
事
務
所
 

五
所
川
原
市
栄
町
一

O
 

電
話
 

〇
．

L
..．ー
三
五
ー
．.
．
丘
六
 

⑤金木だより川川川川lit 

税
の
不
服
申

立
制
度
に

つ
い
て
 

税務署長の処分に不服がある

ときは、救済制度があリます 
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昭
和
五
十
九
年
か
ら
公
立
金
木
病
院
で
始
め
た
乳
ガ
ン
・
甲
状
腺
検

診
の
受
診
率
も
毎
年
高
く
な
り
、
ま
た
昭
和
六
十
年
か
ら
は
上
腹
部
の

超
音
波
検
査
も
伴
せ
て
実
施
し
、
検
査
に
対
し
て
地
域
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
ま
も
な
く
新
年
度
の
検
診
の
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
昭
和
六
十
．
年
度
の
検
診
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
 

「乳
ガ

ン
・
甲
状
腺
・
胆
石
症
」
 

の
検
診
結
果
 

す
。
受
診
率
は
年

々
の
び
て
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
低
い
の

で
地
域
住
民
の
方
に
は
、
健
康

に
関
す
る
意
識
を
も
っ
て
受
診
 

肥なり近所友だち同志］ 
~誘い合つ下検診会場へ”」 

し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

ク
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ

教
室
で
 

よ
り

美
し

く
健
康

に
な
り

ま
せ
ん
か

4
 

表
 

要精検者数 発 見 率 

乳 ガ ン 35 3.9% 

甲 状 腺 3 0.3% 

胆 1.2% 

衣
1
は
昭
和
六
十
．
年
度
に

実
施
し
た
検
診

の
う
ち
三
十
歳

以
上
の
女
性
人
ロ
と
受
診
者
数

及
び
受
診
率
を
示
し
た
も
の
で
 

2
 

表
 

表
2
は
検
診

の
結
果
も
う
一

度
梢
密
検
査
を
要
す
る
人
数
と

そ
の
率
を
示
し

た
も
の
で
す
。
 

ガ
ン
は
本
人
が
自
覚
し
な
い

う
ち
に
進
行
す
る
場
合
が
多
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
無

症
状
の
う
ち
に
早
期
発
見
す
る

こ
と
が
、
ガ
ン
の
最
良
の
治
療

に
も
つ
な
が
リ
ま
す
。
集
団
検

診
で
異
常
を
疑
わ
れ
て
も
、
精

密
検
査
を
受
け
な
い
ま
ま
、
放

置
し
て
し
ま
う
方
が
あ
リ
ま
す

が
、
ガ
ン
予
防
対
策
は
．
次
検

診
、
精
密
検
査
、
治
療
が

一
体

と
な
っ
て
、
は
じ
め
て
効
果
の

あ
る
も

の
と
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
お
い
で
に

な
ら
な
い
検
査
予
定
の
方
は
、
 

い
ま
．
度
米
院
を

お
す
す
め
い

た
し
ま
す
。
 

尚
本
年
度
は
、
乳
腺
の
！
次

検
査

に
つ
い
て
は
、
そ
の
日

の

う
ち
に
そ
の
場
で
検
査
を

い
た

し
ま
す
。
当
H
は
こ
み
あ
い
ま

す
の
で
、

お
早
目
に
受
付

を
す

ま
せ
、

ご
質
問
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
お
声
が
け
を
項
き
た
い
と

思
っ
て
お
リ
ま
す
。
 

い
ろ
い
ろ
な
成
人
病
の
危
険

因
子
と
し
て
あ
ち
こ
ち
で
話
題

に
な
る
肥
満
ー
太
っ

て
い
る

人
の
心
臓
や
血
管
は
人

一
倍
働

か
さ
れ
、

い
ち
早
く
ガ
タ
が
き

て
し
ま
い
ま
す
。
 

肥
満
は
過
食
と
運
動
不
足
か

ら
お
こ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
 

そ
れ
を
な
お
す
の
も
食
事
療
法

と
運
動
療
法
か
ら

始
め
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
お
す
す
め
し

た
い
の
が
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

教
室
で
す
。
今
年
度
は
調

理
実

習
、
歩
く
遠
足
、

ェ
ア
ロ
ピ
ッ

ク
ス
教
室
な
ど
多
彩
は
企
画
を

子
定
し

て
い
ま
す
。
 

今
年
こ
そ
、
が
ん
ば
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
“
あ
な
た
4
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

詳
し
く
は
お
知
ら
せ
版
を
ど

う
ぞ
ノ
 

去
る
四
月
三
日
、
役
場
．.．階

大
会
議
室

に
お
い
て
、
金
木
町

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
総
会

が
お
こ
な
わ
れ
、
表
彰
式
、
会

長
及
び
米
賓
の
方
々
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
議
事
に
人
り
、
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
事
業
計

画
及
び
役
員
改
選
の
審
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十
二
年
新
役
員

▼
会
長
ー
西
村
万
吉
▼
副
会
長
 

ー
斉
藤
忠
志
、
中
村
利
宗
▼
監

事
ー
今
勝
広
ー
白
川
勝
麿
▼
理

事
ー
（
金木
地
区
）
山
m
梢
也
、
 

津
島
豊
、
小
野
祐

一
 （
嘉瀬
地

区
）
鳴
海
忠
実
、
鈴
木
昭
子
（
喜

良
市
地
区
）
今
ひ
ろ
子
、
沢
川

武
光
、
大
橋
信
夫

▼
庶
務
廿
今

ト
シ
、
山
本
麿
▼
会
計

ー
大
橋

雅
明
、
前
多

一
幸
 

＠
事
務
局
 

金
木
町
大
字
喜
良
市
字
弓
矢

形
1
1の
3
 
今
 
ト

シ
方

電
話
 
5
21
3

2
2

4
 

事
務
局
よ
リ
 

現
在
、
連
合
会
に
加
入
し
て
い

る
子
ど
も
会
は
三
十
単
位
で
す
。
 

米
加
入
の
子
ど
も
会
の
方
々
、
 

連
合
会
に
加
入
し

て
い
っ
し
ょ

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。
 

昭
和
六
十

一
年
度
 

金
木
町
検
診
の
ま
と
め
 公

立
金
木
病
院

看
護
部
 

加
賀
谷
 
陸
 

子
 

楼
 
庭
 
の
ぶ

子
 

対 	象 	人 	ii 
（町内30歳以上の女性） 

受診者数 受 診 率 

4,642 888 19.1 % 
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ill困・ 2 日困・ 3 H圏 

●時
III
I*1 と場所は金木だよリ「おしらせ版」 

をご覧ください。 

保健センター 

昭
和
六
十

」
年
度
定
期
総
会
（
第
十
一
回
）
報
告

金
木
町
子
ど
も
ム
云
育
成
連
A
ロ
ム
云
 

戸
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▲町営住宅第 2金木団地 

昭和61年度簡易保険 

積立金還元融資施設完成 

▲金木中学校体育館 
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▲新喜良市線道路 

（
一
般
の
部
）
 

バ
ス
停
に
人
の
影
な
き
冬
の
雷
 

凧
上
げ
会
足
で
よ
ろ
こ
ぶ
背
中
の
子
 

春
近
し
富
山
の
風
船
真
四
角
 

風
光
リ
孫
の
腫
が
弾
み
お
り
 

雪
囲
い
解
け
て
組
陽
を
き
ざ
み
 

雪
解
風
衿
立
て
な
お
す
初
老
の
身
 

冴
え
返
る
液
晩
学
の
摺
り
て
 

古
雛
え
祖
仲
ひ
と
り
言
く
り
返
し
 

あ
る
じ
亡
く
千
菜
吹
雪
の
軒
を
う
つ
 

寒
水
に
取
り
畠
す
占
硯
無
官
た
り
 

も
ど
り
寒
目
覚
む
る
夜
半
の
し
じ
ま
か
な
 

鳶
一
羽
二
月
の
空
は
濃
紺
に
 

母
の
背
に
老
い
を
見
た
り
し
寒
の
朝
 

ひ
ょ
っ
と
こ
の
口
で
む
か
え
る
コ
ッ
プ
酒
 

雪
解
風
吹
い
て
日
覚
め
る
峡
の
郷
 

水
淡
を
大
き
く
掛
ん
で
柚
夫
く
る
 

春
の
塵
隅
よ
り
き
ら
き
ら
逃
げ
ま
わ
る
 

一
 

春
の
陽
を
あ
び
て
乳
地
蔵
胸
ひ
ら
く
 

一
 

宝
く
じ

の
購
入
は
 

自
治

振
興

宝
く
じ

を
ク
 

自
治
振
興
宝
く
じ
の
益
金
は

市
町
村
の
緑
化
事
業
及
び
公
共

物
の
貸
付
等
に
利
用
さ
れ
市
町
村

振
興
の
．
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 

（
学生
の
部
）
 

ふ
ぶ
く
道
人
も
車
も
消
え
て
い
く
 

雪
も
消
え
父
の
顔
見
る
春
が
米
る
 

雪
投
げ
て
あ
せ
に
ま
み
れ
る
母
の
顔
 

襟
巻
の
ぬ
く
も
り
し
み
て
母
想
う
 

春
遠
し
雪
の
ん
の
ん
と
降
リ
続
く
 

ス
キ
ー
の
る
友
の
笑
顔
が
う
ら
や
ま
く
 

雪
だ
る
ま
た
れ
目
に
な
っ
て
消
え
て
ゆ
く
 

雪
国
の
古
び
た
校
舎
の
す
き
間
風
 

朝
早
く
除
雪
軍
走
リ
て
目
を
覚
ま
す
 

雪
降
っ
て
父
は
畠
稼
ぎ
に
今
朝
は
た
つ
 

ス
キ
ー
の
る
み
ん
な
の
顔
が
も
み
じ
の
よ
う
 

吹
雪
の
巾
黒
の
ラ
ン
ド
セ
ル
進
み
ゆ
く
 

踏
み
そ
う
で
つ
く
し
ん
ぽ
う
を
よ
け
る
足
 

春
め
く
や
別
れ
と
と
も
に
出
合
い
あ
り
 

畠
稼
ぎ
に
行
く
人
々
で
冬
に
人
る
 

選
 
者
 

町
民
代
表
 

教
育
界
代
表
教
脊
長
 

金
木
俳
句
会
代
表
 

金
木
俳
句
会
代
表
 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

静
和
園
整
備
事

業
完
了
 

こ
の
た
び
、
国
民
年
金
積
立

金
の
還
元
融
資
を
う
け
、
静
和

園
の
整
備

（増
設
）
事
業
が
完

了
し
、
四
月
一
日
よ
り
入
所
定

員
八
十
名
に
よ
り
連
営
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
 

入
所
希
望
さ
れ
る
方
、
あ
る

い
は
「人
浴
サ
ー
ビ
ス
」
、
 「在

宅
老
人
短
期
保
護
事
業
」
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
町
役
場
民
生

課
ま
た
は
、
直
接
静
和
園
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

電
話
 
五
七
ー
三

一
〇
一
 



，国際結婚への窓口’ 

フィリピンでは、日本

の男性と結婚したい希望

の女性がたくさんいます。 

もし金木町民で外国人

の女性と結婚したい意志

のある方は役場企画主ま

で申し込みください。お

手伝い致します。 
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前
々
か
ら
テ
レ
ピ
で
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
吉
 
幾
三
さ

ん
は
五
月
二
日
、
役
場
に
訪
れ
、
 

住
民
届
を
済
ま
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
個
人
的
な
用
事

と
い
う
事
も
あ
り
、
何
の
連
絡

も
な
く
、
奥
さ
ん
ご

一
諸
で
役

場
に
訪
れ
、

町
民
課

の
係
が
多

少
緊
張
し
た
せ
い
か
、
頬
を
紅

潮
さ
せ
て
事
務
手
統
き
し
て
い

た
以
外
は
何
事
も
な

い
よ
う
に
、
 

乎
続
き
を
待
つ
問
、

二
人
揃
っ
 
 

て
廊
下

の
椅
子
に
腰
を
掛
け
、
 

ご
く
一
般
的
な
雰
囲
気
の
中
で

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
二
階
の
教
育
委
員

会
へ
出
向
き
、
幾
美
ち
ゃ
ん
、
 

三
美
ち
ゃ
ん
、

・大
介
君

の
喜
良

市
小
学
校
へ

の
転
校
手
統
き
を

行
っ
た
あ
と
、
ち
ょ
う
ど
会
識

が
終
っ
た
町
長
と
町
長
室
に
て

な
ご
や
か
に
歓
談
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
 

吉
 
幾
三
さ
ん
は
、
創
作
活
 

動
に
ま
す
ま
す
充
 

実
し
た
環
境
が
整
 

い
、
ま
た
、
故
郷
 

に
帰
っ
て
来
た
と
い
う
満
足
感

に
溢
れ
て
い
た
様
子
で
あ
り
、
 

奥
さ
ん
の
方
は
、
慣
れ
な
い
土

地
に
住
む
と
い
う
不
安
が

ち
ら

っ
と
見
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
 

そ
れ
で
も
、
に
こ
や
か
に
お
話

し
を
伺
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
 

吉
 
幾
三
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
、
金
木
町
か
ら
東
京
へ
仕
事

に
行
く
日
が
多

く
な
る
と
思
い

ま
す
が
、

ご
家
族
に
と
っ

て
は

慣
れ
な
い
土
地
で
あ
り
ま
す
の

で
、
お
会
い
し
ま
し
た
ら
、
声

を
か
け
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
 
 

4 月30日現在 前年同月比 

男 	6,660 	-73 

女 	7,231 	-56 

計 	13,891 	- 129 

世帯数 3,912 	+8 
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はじめましてI 
悠ちゃん 

3 月21日生まれ 

体垂 3,560グラム 

嘉 瀬 

灘田 兆さんの長男 

IIl 成 長 古 
本川 内川 


